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要　旨
気候変動と環境問題の高まりの結果として、エコツーリズムは実務家と研究者

の両方から関心を集めている。エコツーリズムの行動に影響を与える要因に関す
る多くの研究が行われてきたが、エコツーリズムの需要を促進する要因に関する
知識はまだ限られている。本研究は、ベトナムにおいて、国内観光客のエコツー
リズムの目的地選択に影響を与える要因を解明することを目的としている。本研
究では、ベトナム観光客226名を対象にWebで調査を行い、重回帰分析等の分析
を行った。その結果、ベトナム人観光客のエコツーリズムの選択意思に、環境に
対する態度、目的地のイメージ、旅行へのモチベーションが影響を与えることが
発見された。この結果は、ベトナムなどの新興国におけるエコツーリズムの開発
のための適切な管理戦略を提案できる可能性がある。
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1 　はじめに

エコツーリズムとは、天然のままの自然に依拠した持続的な観光の一形態であり、自然
に関する体験や見聞に焦点を当てている［Fennell, 1999］。また、エコツーリズムは、観
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光への悪影響を制限することにより、長期的な持続可能性を促進する［Weaver & 
Lawton, 2007］。ベトナムでは、エコツーリズムは本質的に海と島の観光、都市観光、文
化観光と並ぶ 4 つの主要製品のうちの 1 つの形である。エコツーリズムは増加傾向があ
るが、実際には、ベトナムのエコツーリズムの種類と観光製品は観光客、特にハイエンド
のエコツーリズム受益者に強烈な印象を与えていない［ベトナム文化スポーツ観光省観光
総局, 2019］。

一方、世界のエコツーリズムの研究は、エコツーリズムの需要に関する様々な側面の特
定、特にエコツーリズムの行動に影響を与える要因に焦点を当てている［Hultman et al, 
2015］。これまでの研究では、行動に影響を与える要因はモチベーション［Luo & Deng, 
2008］、環境に対する信頼［Huang & Liu, 2017］、エコツーリズムの体験［Huang & Liu, 
2017］、自然環境［Teeroovengadum, 2018］である。なお、本稿での「環境」は特に限
定しない場合、「人間を取り巻き、その生活や行動に影響を与える外的条件」（ブリタニカ
国際大百科事典）と定義する。「自然環境」は日本の環境省によると「生物多様性と自然
の物質循環を基礎とし、生態系が微妙な均衡を保つことによって成り立って」おり、「地
球温暖化の防止、水環境の保全、大気環境の保全、野生生物の生息環境としての役割など
の機能を有」する（環境省［2023］）。上述の研究は、主にエコツーリズムを選択する意
思より、影響の要因と観光客の行動との関連に焦点を当てていた［Yoon & Uysal, 2005］。
この関連は、特にベトナムでは、行動の意思の概念において詳しく検討されていない。ま
た、観光客の意思は、目的地の選択に影響を与える態度もまだ十分に研究されていない。
一方、観光客の意思は、目的地の選択に影響を与える重要な要素の 1 つである。行動の意
思に関する研究においては、積極的な意思は観光客のロイヤリティを変更させるため、観
光における重要な分野であり続けている［Prayag et al., 2013］。従って、観光客および目
的地の選択意思に影響を与える意思を把握する必要があり、そうした需要が存在してい
る。それらは前提およびエコツーリズムの重要な結果である。

本研究は、観光客が目的地を選択する際に検討する要因とエコツーリズムを選択する意
思に影響を与える程度を明らかにすることを目的とする。また、研究の結果は研究者、戦
略立案者、観光管理者にエコツーリズムを選択する意思の増加についてビジョンを明確に
示すための基礎を提供する。このことは、観光地に経済効率をもたらすだけでなく、環境
保護にもプラスの影響を与え、地域のコミュニティーに利益をもたらし、国の観光資源の
保護に貢献する。

2 　エコツーリズムの理論およびエコツーリズムに影響を与える要因

2 ．1 　エコツーリズムについての先行研究
エコツーリズムという言葉が出現してから、完璧な定義を有していない。Valentine 

P.S.［1993］は「エコツーリズムとは次のような特徴によって制限されている観光のタイ
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プである。影響を受けていない比較的自然地域に基づき、資源に損害を与えず、生態系の
持続可能性を維持し、利用されている自然地域を管理して、保護を維持することに貢献し、
特別な管理方法を守らなければならない」と述べた。エコツーリズムについての
Ceballos-Lascurain［1996］の定義は、上記の定義よりも柔軟なギャップを作り出してお
り、エコツーリズムは「比較的な自然地域が邪魔されていないか、制限されていない」状
態にも向けられている。国際エコツーリズム協会（TIES）によって一般的に受け入れら
れるエコツーリズムの定義は「エコツーリズムとは環境を保護するために、自然地域への
責任があり、地域の人々の生活を安定させ、調査と教育において意味のある形態である」
とされ、エコツーリズムの主催者と観光客の両方に向けたものである［TIES, 2015］。

ベトナムにおいて、エコツーリズムは数十年前に出現し、開発されてきた。観光を整理、
管理するために、20世紀の90年代から観光業界に役立つ研究が促進されてきた［Luong, 
2002］。これらには、ホアンリエン国立公園（ライチャウ省、ラオカイ市）、ホンムン海
洋保護区（ニャチャン市）、カンジオ生物圏保護区（ホーチミン市）の特定の生態系等の
研究をするためのエコツーリズムも含まれる。特に多くの高山地帯や洞窟では、サパの
ファンシーパン山、フォンニャケバン国立公園などのアドベンチャーエコツーリズムの形
態も開発されている。川や庭園でのエコツーリズムの形態は、メコンデルタ地域でも開発
されている。また、ダイビングツーリズムや文化史観光等もエコツーリズムとされ、推進
されている観光形態は他にもたくさんある。上記のような状況から、持続可能な開発目標
のための基礎を生み出すエコツーリズムの概念の理論と観光の特徴を統一することが必要
だと要求されている。

1999年の「ベトナムにおけるエコツーリズムを発展させる戦略を構築する」に関する
国のワークショップはベトナムでのエコツーリズムに最初の定義を与えた。それによっ
て、「エコツーリズムとは自然と文化に基づいた観光の一種であり、環境教育を行い、地
域のコミュニティーの積極的な参加を得て、保全と持続可能な開発目標の取り組みに貢献
している」と定義された［Luong, 2002］。

観光に関する法律は、2005年に国会で最初に可決され、ベトナムの観光を管理・発展
するための法的根拠が作成された。エコツーリズムは、自然に基づく観光の一形態であ
り、地元の習慣に関連し、持続可能な開発のための地域のコミュニティーの積極的な参加
を得る」と確定された。この定義は、「エコツーリズムは、自然に基づく観光の一種であ
り、地域の文化的アイデンティティに関連付けられ、地域社会の参加を得て、環境保護に
関する教育と組み合わされている」と追加されている。

2 ．2 　エコツーリズムの目的地を選択する意思の概念
先行研究では、意思は「行動に参加することを明示した能力」と定義されていた

［Oliver, 1997］。計画的行動理論（TPB）は、より強い行動を実行する意思が、より高い
可能な実際の行動を引き起こすと考えている［Ajzen, 1991］。Alegre & Cladera［2009］
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は観光客の意思に関するいくつかの研究が、行動の意思を決定する要因に焦点を当ててい
ると報告している。したがって、行動意思の研究は、旅行に関する研究において依然とし
て重要なトピックである［Prayag et al., 2013］。

Hwang et al.［2006］によると、「観光地を選択することは、潜在的な観光客が旅行活
動に関連するニーズを満たすことを目的とした一連の目的地から目的地を選択するプロセ
ス」である。Um & Crompton［1990］は、「観光地を選択する決定は、観光客のニーズ
に合った一連の目的地から観光地を選択するプロセスである」と述べている。Hwang

［2006］は、観光地を選択する決定は、旅行者が目的地の選択について最終決定を下すプ
ロセスであり、旅行者は以前のプロセスで探索された利用可能な代替目的地のセットに含
まれる目的地を選択することを意味する。そして観光の分野で本当の消費者になる」と述
べた。

Lee & Hsieh［2016］は、旅行の意思を観光客が訪れる意思で、すなわち購入する意思
と見なしている。Hultman et al.［2015］はさらに旅行商品を購入する意思があったと説
明した。Auesriwong et al.［2015］は旅行者が観光地に興味を持ち、訪問する意思がある
ように見える場合の旅行の意思を説明している。Dudovsky［2016］は、これが観光目標
を達成するための重要なプロセスと行動であると説明している。Stylidis et al.［2017］は、
旅行の意思は、将来の観光活動に対し、事前に検討し、計画し、又は行動を起こすために、
主観的な内的および外的要因を評価する個人の能力であると考えている。Masud et al.

［2017］は、旅行者は観光地に関する情報を受け取った後、様々な要因を評価し、旅行の
意思を形成する計画を思いつくと述べている。

2 ．3 　エコツーリズムの選択意思に関する仮説の概念
2 ．3 ．1 　環境に対する態度

態度は「人が対象に対してどれほど便利又は不利の程度である」［Ajzen & Fishbein, 
2000］と定義される。Crano & Prislin［2006］は、程度を認知的、行動的反応を統合す
る評価に基づく判断として定義した。それは個人がより環境的に責任を持って行動するよ
うにする個人に影響を与える主要な決定要因と考えられている［Cottrell, 2003］。多くの
研究が、環境に対して前向きな態度を示す人々は、自然をもっと経験し、愛したいという
より強い欲求を示すことを実証している［Luo & Deng, 2008］。したがって、以下の仮説
が形成される。

H 1：環境に対する態度は、エコツーリズムの選択意思に影響を与える。

2 ．3 ．2 　モチベーション
旅行のモチベーションは、人々が休息に行ったり、目的地を再訪したりする動機付けの

原動力である。Beerli & Martin［2004］は、旅行のモチベーションを、目標を達成する
ために特定の方法で行動し、欲望を満たすように動機付ける個人の本質的なニーズとして
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説明している。観光客のモチベーションは、観光地を選択する際の行動意思の主な決定要
因と考えることができる［Chang et al., 2014］。さらに、旅行の動機は、旅行者の観光地
に戻る意思の理解にも大きく影響する［Li et al., 2010］。したがって、本研究では、動機
が目的地を選択する意思に影響を与える重要な要素と考えられている。したがって、以下
の仮説が形成される。

H 2：モチベーションはエコツーリズムの選択意思に影響を与える。

2 ．3 ．3 　口コミ
口コミは社会的な行動［Ferguson et al., 2010］であり、効果的なマーケティングツー

ルの 1 つである。明らかに観光客は商業的な情報源よりも常に旅行体験のために友人や
家族からのアドバイスに依存している［Chi & Qu, 2008］。観光の背景では、否定的な口
コミが旅行者の購買意に悪影響を及ぼす可能性である。それどころか、肯定的な口コミが
より奥の潜在的な顧客を引き付けるだけでなく、特定の目的地との肯定的な関係を維持す
る意欲を示すことを見出した研究もある［Liu et al., 2015］。Jeong & Jang［2011］はま
た、肯定的な口コミが目的地の肯定的なイメージを描く上で重要な役割を果たしていると
主張している。したがって、本研究の 3 番目の仮説は次のようになる。

H 3：口コミはエコツーリズムの選択意思に影響を与える。

2 ．3 ．4 　目的地のイメージ
目的地のイメージは、観光客の行動に強く影響する一連の属性によって形成される精神

的な画像としばしば関連しているため、旅行者の意思決定と旅行行動［Tasci & Gartner, 
2007］の重要な要素と考えられている［Beerli & Martin, 2004］。その結果、観光の分野
で目的地イメージが広く研究されている［Zhang et al., 2014］。Chen & Tsai［2007］は、
目的地のイメージが観光客の行動意思に直接影響することを発見した。同様の知見は、目
的地のイメージが観光客の最も重要な属性であると報告したSom et al.［2012］による最
近の研究からも得られた。他の何人かの研究者はまた目的地のイメージは観光客の行動、
目的地の選択［Hossain, 2013］、意思決定、満足度［Chi & Qu, 2008］に影響を与えるこ
とを示している。したがって、目的地のイメージは、目的地の選択中の観光客の意思に影
響を与えると考えられるため、 4 番目の仮説は次のようになる。

H 4：目的地のイメージは、エコツーリズムの選択意思に影響を与える。
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3 　研究方法

3 ．1 　サンプルの説明
データ収集にあたっては、ハノイ、ダナン、ホーチミン市の 3 つの主要投資の国内観

光客を対象として、Facebookで観光に関するグループに投稿し、2021年12月に、Webで
アンケートを行った。データ収集ツールはグーグルフォームを用いた。なお、調査にあ
たっては、調査票に、「エコツーリズムとは天然のままの自然に依拠した持続可能な観光
の形態であり、自然についての体験と見聞に焦点を当てていること［Fennell, 1999］で
あると明記した。収集された調査票の合計は234だった。調査の結果を確認した後、漏れ
のあるデータ 8 件を除外した。したがって、分析および処理の対象としたのは226のアン
ケートである。

図 1 　本研究のモデル

（出所）筆者作成

s
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3 ．2 　尺度
アンケートの尺度は、先行研究に基づいて作成した。具体的には、環境に対する態度の

尺度は、Hultman et al.［2015］とZhang & Lei［2012］による 4 つの指標で構成されて
いる。旅行へのモチベーションの尺度は、Kim et al.［2006］による12の指標で構成され
ている。口コミの尺度は、Jalilvand & Samiei［2012］による 4 つの指標と、Jalilvand et 
al.［2012］によるeWOM（e word of mouth）のうち 4 つの指標を用いて測定した。目的
地のイメージは、Chiu et al.［2014］、Sharma & Nayak［2018］による 5 つの指標によっ
て測定された。エコツーリズムの意思は 4 つの指標によって測定され、そのすべてが
Hultman et al.［2015］、Huang & Liu［2017］、Teeroovengadum［2018］の研究で使用
されたものである。項目および内容を表 2 に示す。すべての指標は、「 1  - 完全に同意し
ない - 」と「 5  - 完全に同意する - 」から、 5  ポイントリッカートスケールで、各指標
の同意のレベルを測定した。

表 1 　分析対象者の属性

（出所）筆者作成
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表 2 　使用した尺度の項目および内容

（出所）筆者作成
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４ 　分析結果

4 ．1 　モデルの検証
4 ．1 ．1 　因子の抽出および信頼性

因子の抽出を行ったところ、因子抽出結果は表 3 のとおりである。また、因子間の相
関は表 4 のとおりである。

表 3 　因子抽出結果

（出所）筆者作成
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さらに、クロンバックのα係数を用いて、信頼性を検証したところ、表 5 のとおりで
あった。環境に対する態度は0.878、モチベーションは0.967、口コミは0.953、目的地の
イメージは0.822、エコツーリズムの選択意思は0.832といずれも0.8を上回る値であり、
信頼性は高い。

4 ．1 ．2 　分析結果
エコツーリズムの選択意思を従属変数に、環境に対する態度、モチベーション、口コミ、

目的地のイメージを独立変数に、重回帰分析を行った結果を、表 4 に示す。VIFはいずれ
も1.5未満であり、多重共線性は認められなかった。

回帰式は、以下のとおりである。

エコツーリズムの選択意思 = -0.748 + 0.633×環境に対する態度 + 0.097×モチベー
ション + 0.036×口コミ + 0.386×目的地のイメージ 

回帰結果を表 6 に示す。独立変数として投入した、「環境に対する態度」「モチベーショ
ン」「口コミ」「目的地のイメージ」の 4 つの要因のうち、「環境に対する態度」という要
因がエコツーリズムの選択意思に対して最も重要であった。次いで、「目的地のイメー
ジ」、「モチベーション」の順であった。

表 4 　因子間の相関

表 5 　モデルに用いた因子のクロンバックα信頼性係数

（出所）筆者作成

（出所）筆者作成
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4 ．2 　分析モデルの検証
第一に、「環境に対する態度」の要因は、ベトナム人観光客のエコツーリズムの意思に

最も大きい影響を与える。これは、環境に対する態度が前向きであればあるほど、エコ
ツーリズムを選択する意思が強くなることを示す。有意確率は.000であり、H 1 仮説は支
持される。

第二に、「目的地のイメージ」の要因はベトナム人観光客のエコツーリズムの選択意思
に 2 番目に大きな影響を与える。すなわち、観光客が目的地のイメージを高く評価する
とき、より強くエコツーリズムに対する意思を持つ。有意確率は.000であり、H 4 仮説は
支持される。

第三に、「モチベーション」の要因はベトナム人観光客のエコツーリズムの意思に影響
を与える。すなわち、観光客がモチベーションを高く評価するとき、より強いエコツーリ
ズムの選択意思を持つ。有意確率は0.001であり、H 2 仮説は支持される。

最後に、「口コミ」の要因は、統計的に有意ではなかった（P＞0.05）である。したがっ
て、H 3 仮説は棄却される。すなわち、「口コミ」という要因は観光客のエコツーリズム
の選択意思に、統計的に有意な影響を与えていなかった。

本研究の分析モデルの仮説の検証結果を表 7 に示す。

表 6 　エコツーリズムの選択意思への影響（重回帰分析）

（出所）筆者作成
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5 　結論と含意

本研究は、ベトナムにおいて、国内観光客のエコツーリズムの目的地選択に影響を与え
る要因を解明することを目的とし、ベトナム観光客226名を対象にWeb調査を行い、重回
帰分析を行った。その結果、ベトナム人観光客のエコツーリズムの選択意思に、環境に対
する態度、目的地のイメージ、旅行へのモチベーションが影響を与えることが発見された。
この結果は、ベトナムなどの新興国におけるエコツーリズムの開発のための適切な管理戦
略を提案できる可能性がある。

一方、便宜的抽出は、研究の一般性の点でも限界がある。調査対象については、調査に
応じてアプローチできた観光客は226人である。サンプル数は定量的研究の要件を満たし
ているものの、大学生が多く、ベトナム人観光客を代表しているとは言いにくい。

さらに、本研究モデルは、観光客のエコツーリズムの意思に影響を与える要因の一部に
は、環境への注意の必要性に関する態度、目的地のイメージ、動機が含まれることを示し
ているものの、観光客の本当の意思や意思に影響を与える他の要因なども言及していな
い。したがって、今後の研究では、定性的研究、エコツーリズムを選択する意思に影響を
与える新しい要因を発見するためのデプスインタビュー、SEM線形構造モデルの方法を
使用して、仮説を検証し、研究された概念間の関係をよりよく定義するために、他のより
一般化されたモデルを使用することが可能である。

また、本研究では、メディア、サービス品質などのエコツーリズム業界の他の要因を考
慮せずに、単純に観光客の要因を対象としている。したがって、提案された解決策は、提
案されたモデルからの要因を通じてエコツーリズムに意思を改善することのみに基づいて
おり、他の要因の影響の文脈では考慮されていない。それゆえ、ベトナムでエコツーリズ
ムを開発するためのより具体的な解決策については、今後の研究でより深く包括的に探求
する必要がある。

表 7 　エコツーリズムの選択意思に関する仮説の検証結果

（出所）筆者作成
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